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三重地域懇談会

多文化共生
プチフォーラム開催報告

知って、学んで、考える～あなたの身近な多文化共生

世話人／安村富子

開催：２０２１年１０月１６日（土）
参加：行政、教育、NPO、外国にルーツもつ 方々
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パネリスト
多文化共生ネットワーク エスペランサ 青木幸枝さん

外国人労働者の権利が守られな
いということは、必ず日本人の労
働環境も悪化させる。
当事者は彼らでなく私たちなのだ。

自分事とするには 心的に大きな
労力を要するため、無意識の回
避が生じる。

やがて、壊れていく音が聞こえる
人と聞こえない人の間に分断が
生じる。分断から何を始めるのか、
今もっとも必要な視点である。

パネリスト
NPO法人日本ボリビア人協会 理事長
山田ロサリオさん
「ボリビアと日本の架け橋となる」

パネリスト
NPO法人伊賀の伝丸 代表理事
和田京子さん

「言葉の壁」学習支援、若者の自立
支援に取り組む
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コメンテーター
松阪市教育委員会 学校支援課いっぽ教室
指導主事 辻本さん

「初期適応支援教室」「就学前支援教室」の
開設 など

コメンテーター
三重県 ダイバーシティ社会推進課
副課長兼多文化共生班長 小川さん

「外国人サポートセンター開設」、 「通訳
育成」「災害時のサポート支援者育成」

コメンテーター （オンライン参加）
公益財団法人 三重県国際交流財団
上原専門員
三重県からの受託
「外国人相談サポートセンター
みえこ」を11言語で対応

コメンテーター
ゲストハウス イロンゴ代表 倉田さん
「人と環境が調和する持続的社会の実現を
めざす活動や多文化共生について」

本日、ゲストで来ていただきました
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地域社会における共生と協同について
「知って、学んで、考える」場となることをめざして

今回は「多文化共生にかかわる現状とこれから」を
いろいろな立場の方々からお聞きしました。

参加者からのアンケートの一部をご紹介します。

・取り組みに感銘を受けた

・三重県に外国人住民が多いことを知った

・子どもたちへの学習支援の必要性を知った

・現状を理解するにはこのような実践事例が大事である

・これは私たちの問題という言葉が心に残った

・生協が多文化共生にこれだけ問題意識を持っていることに
感動した。
協同できる部分があれば提案していきたい。

・PCR検査の結果待ちの外国籍のご家族の買い物支援につ
いて、地域の社協からくらしたすけあいの会へ問い合わせ
があったが、感染の心配以上に言葉の壁が大きく、関りがな
いと問題意識も起きない。
まず現状を知り理解を深めること。
協同組合の在り方についても考える必要がある。
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多文化共生は自分事である。

当事者は自分たちであると一人でも多くの日本人

が気づくことができれば、ともに地域で

ささえあい暮らし続けることができるのでは

ないでしょうか。

この間、私たちが多文化共生について知って学び

考えることができましたのは、たくさんの方が

関わっていただいたおかげです。

改めて感謝するとともに、学びを続けていきたい

と思います。

-36-



2022/2/9

津市白山町における
多文化共生の事例

ゲストハウスイロンゴ 代表 倉田麻里 （国際コンサルタント）

本日の内容

• フィリピンでの活動と夫との出会い

• 夫が日本へ移住・適応するまで

• 日本に住んで5年目、課題は？

• 外国人相談窓口WELCOMEへの相談の事例
• 生活困窮

• 精神障害

• 出産・新生児ケア

• フィリピン人コミュニティーのリーダーに聞く、在日外国人
の課題
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フィリピンでの活動と夫との出会い

• 大学院卒業後、フィリピンで活動する環境NGOに就職

• 現地駐在員として、マングローブの植林活動などのコー
ディネートを担う

• 現地生活に慣れ、現地語もマスターした5年目、植林活動
中に植林地の村出身の夫と出会う。

• 現地で約3年間、植林活動や有機農業を現地に広める活動
などを共に行なったのち、日本（私の故郷である津市白
山町）へ移住を決意。

• 2017年 日本での生活が始まった。

夫の実家の村
• 夫の父は水牛で耕作をしていた。水源地で原生林
がわずかながら残っている。
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夫が日本へ移住・適応するまで

VISA
• 親族訪問（90日） 配
偶者（1年）  配偶者
（1年）  配偶者（1
年）  永住（無期限）

運転免許

• 国際免許 外国免許切
り替え（6ヶ月・8回受
験） 大型特殊

仕事

• 面接 仮採用（３週
間） 正社員（無期
限）

子ども

• ２人とも、生後３週間
でフィリピンパスポー
ト申請・２重国籍・０
歳児から保育園へ

日本語

• 移住前（挨拶程度） 1
年目（ひらがな・カタ
カナ） 5年目（日常会
話程度・小1以下）

地域との関わり

• 草刈り、農作業の手伝
い、廃屋の不用品の引
き取り、運動会などに
参加、有害鳥獣駆除

趣味

• バスケットボール、バ
ドミントン、スノー
ボード、登山、バーベ
キュー、料理、農業

日本に住んで5年目、課題は？

• 交友関係の広がりがないこと

• 特にフィリピンに帰国できないことがストレスに

対策

• WWOOFホストになることで、日本人の若者と出会う機会に

• 私が主に行っている、インターナショナルフェスティバルやWELCOMEの活動が、
地域のフィリピン人（外国人）と出会うきっかけに

• バスケットボールチームに参加（最近）
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外国人相談窓口WELCOMEへの相談
事例１ー生活困窮ー

• 10年前に中古住宅を高額で購入、住宅ローンが残っている。

•車の免許がないので送迎付きの派遣の仕事しかできない。

•国民健康保険の借金が積み重なっている。

•新型コロナ陽性になったため、家族全員が自宅待機になりほ
ぼ１ヶ月仕事が出来なかった。

学び

• 外国籍の方は、日本の諸制度についてよくわかっていない。

• 税制 住宅ローンの控除・扶養など、年末調整・確定申告の仕方

• 国民年金 強制加入・免除申請の仕方・厚生年金との違い

• 国民健康保険 強制加入・世帯主の役割・社会保険との違い

• 納入の遅延による利息

• 納入方法による手数料・割引率の違い

• 上記のことから、「損」をしていることがある。
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外国人相談窓口WELCOMEへの相談
事例２ー精神障害ー
• 息子が殺未遂

• かかりつけの精神科を受診

• 入院を勧められ、入院先の病院と調整

• 入院の手続きの補助

• 入院後、ほぼ毎週、様子を見に通訳

• 退院後の生活の場所（アパート）の契約補助

• 生活保護の手続き補助

• 障害者年金の手続き補助

• 日中一次支援などの事業所の見学補助

• 退院後、家族のものを破壊する行為があり、緊急再入院

• 次の退院後の受け入れ先を探し中

学び

• 英語などの外国語が通じる病院が不足している

• 障害者の認定がそもそも難しい

• 障害者に対する福祉制度が複雑で分かりにくい

• 障害者相談窓口との連携により、福祉制度にアクセスできた

• 外国語で対応してくれるシェアハウスや日中一次支援などが少ない

• 生活保護に関する制度説明・フォームも全て日本語で書かれており
分かりにくい
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外国人相談窓口WELCOMEへの相談
事例３ー出産・新生児ケアー
• フィリピン人妻とギリシャ人夫の間に子供ができた。

• コロナでフィリピンから家族を呼び寄せることができず、夫婦のみで暮らす。

• 普段から何かあった時に頼れる同僚・知人・友人がいない。

• 夫は、日中英語学校で働いていて、車の運転もできる。

• 妻も夫も日本語がほとんどできない。

• 妊娠後期に逆子で高血圧となり、帝王切開を余儀なくされた。本人は嫌がっ
ていたが、WELCOMEメンバーが病院に付き添って説明し、無事帝王切開で
出産

• 産後、保健師さんの新生児訪問の通訳に入り、毎週、翻訳ツールを持って訪
問に来てもらえることに。

• WELCOMEが、赤ちゃんのかかりつけ医を見つけるお手伝いも。（近隣の小
児科を3件電話したが、英語で対応が難しいと断られ、付き添う）

学び

• 英語で対応してくれる産科・小児科が不足している

• 津市には、こんなに多くの外国人が住んでいるにも関わらず、外国
人同士のつながりがなく、孤立している家庭がまだまだある。

• 出産・育児に関しては、誰でも一生にそう何回もあることではない
ので、不安である。そのタイミングで、社会とつながることは重要
ではないか？

• 職場の同僚がもう少し気を配ってくれると良いのにと感じた。（外
国人を雇用している会社に対する教育の必要性）
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フィリピン人コミュニティーリーダーに
聞く、在日フィリピン人の課題

1.地域のルールが分からない
Ex. ゴミの分別の仕方、騒音を出してはいけないということ（フィリピン人は、普段から叫んだ
り、カラオケをしたりすることがある）、自由にバーベキューができないということ（フィリピ
ンでは道端などでバーベキューをしている）

2.税金や国民健康保険の払い込みを行うのが難しい
葉書が来ても読めないので、そのまま放置することが多く、滞納になってしまって、最終的に払
うのが難しくなる。一度間違って、２回払ってしまったこともあるが、日本語が話せないので返
金の申請ができなかった。

三重県の外国人に今、必要な支援

• 病院の付き添い

• 外国人の障害者・生活困窮者・妊産婦に対する総合的な支援

• 外国人同士、外国人と地域の外国文化に関心のある日本人の交流の場の創出

• 外国人が多く通う高校や専門学校において、卒業後の社会人教育（年金・国民健康保険・税
金）が望まれる。
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